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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 24日 (2006.4.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 性 廃 棄 物 流 の 生 物 学 的 酸 素 要 求 量 を 低 下 さ せ る た め の 方 法 で あ っ て 、 当 該 廃 棄 物 流

． ０ ２ ％ ． ０ ％ の 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム （ 重 量 百 分 率 ） 又 は 同 等 モ ル 量 の 二 価 マ グ ネ シ
ウ ム カ チ オ ン を 含 有 し 、 当 該 方 法 が 当 該 廃 棄 物 流 を 最 日 間 エ ア レ ー シ ョ ン す る 工 程 を
含 む 、 水 性 廃 棄 物 流 の 生 物 学 的 酸 素 要 求 量 低 下 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 エ ア レ ー シ ョ ン の 工 程 が １ 日 ～ ７ 日 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 凝 集 し た 物 質 を 前 記 エ ア レ ー シ ョ ン の 工 程 の 前 に 除 去 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 廃 棄 物 流 ． ０ ２ ． ５ ％ の Ｍ ｇ Ｃ ｌ 2 （ 重 量 ／ 体 積 比 ） 又 は 同 等 量 の 二 価 マ
グ ネ シ ウ ム カ チ オ ン を 含 有 す る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 エ ア レ ー シ ョ ン の 工 程 ｐ ｐ ｍ 酸 素 の 溶 存 酸 素 レ ベ ル を 保 持 す る 、 請 求 項 １
か ら ４ ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 廃 棄 物 流 が 、 動 物 肉 加 工 設 備 か ら の も の 、 植 物 性 食 品 加 工 設 備 か ら の も の 、 発 酵 設
備 か ら の も の 、 又 は 有 機 化 学 物 質 設 備 か ら の も の で あ る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か

に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 廃 棄 物 流 が 動 物 肉 加 工 設 備 か ら の も の で あ り 、 前 記 エ ア レ ー シ ョ ン の 工 程 の 前 に 、
塩 化 マ グ ネ シ ウ ム を 用 い た 溶 解 空 気 浮 上 プ ロ セ ス を 使 用 し て 当 該 廃 棄 物 流 か ら 凝 集 物 質 が
除 去 さ れ て い る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 エ ア レ ー シ ョ ン の 工 程 に よ り 気 泡 を 作 り 、 そ し て 当 該 方 法 が 前 記 廃 棄 物 流 か ら 気 泡
を 除 去 す る 工 程 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 エ ア レ ー シ ョ ン の 工 程 を ベ ン チ ュ リ 装 置 を 使 っ て 実 施 す る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の
い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 も う 一 つ の 実 験 に お い て 、 主 要 な 泡 沫 分 別 装 置 の 構 成 機 器 は 次 の と お り で あ っ た 。 １ ）
タ ン パ ク 質 ス キ マ ー 、 す な わ ち 気 泡 ／ 水 分 離 容 器 、 モ ー タ ー ／ ポ ン プ の 集 成 装 置 、 ベ ン チ
ュ リ 管 ｗ ／ 空 気 注 入 口 、 ２ つ の ５ ガ ロ ン 液 体 貯 蔵 コ ン テ ナ 、 及 び 上 記 の
主 要 構 成 機 器 を 再 循 環 系 へ 接 続 す る た め の 配 管 、 管 類 、 ホ ー ス 類 、 弁 類 、 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 タ ン パ ク 質 ス キ マ ー は 、 底 を 円 形 の プ ラ ス チ ッ ク ベ ー ス プ レ ー ト に 固 定 し シ ー ル さ れ て
端 部 で 立 つ 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク の 円 筒 状 の 管 か ら な る 。 こ の 円 筒 の 内 部 に は 、 円 形 の プ ラ
ス チ ッ ク ベ ー ス プ レ ー ト に や は り 固 定 し シ ー ル さ れ 、 外 側 の 円 筒 の 高 さ の お よ そ 半 分 の 高
さ の 、 よ り 細 く て よ り 短 い 別 の 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク の 円 筒 状 の 管 が あ る 。 タ ン パ ク 質 ス キ
マ ー へ の 入 口 は 、 ベ ー ス の と こ ろ で 外 側 の 円 筒 の 底 部 を 通 り 抜 け 、 内 側 の 円 筒 の 中 心 か ら
外 れ た 位 置 で 内 側 の 円 筒 に 接 続 す る 。 こ れ は 、 入 っ て く る 水 の 流 れ が 内 側 の 円 筒 の 内 部 で
渦 を 巻 く 回 転 運 動 を 発 生 さ せ て 混 合 作 用 を 増 加 さ せ 、 泡 と 水 溶 液 に 含 ま れ る 有 機 物 質 と の
相 互 作 用 を 最 大 に す る の を 可 能 に す る 。 水 ／ 気 泡 混 合 物 が 渦 を 巻 い て 上 昇 し 内 側 の 円 筒 の
上 部 に 達 し た 後 に 、 水 溶 液 は 内 側 の 円 筒 の 小 さ い 断 面 領 域 を 出 て 、 外 側 の 円 筒 の 大 き い 断
面 領 域 に は い る 。 こ れ は 、 移 動 す る 水 溶 液 の 速 度 を 効 果 的 に 低 下 さ せ て 、 気 泡 が 水 か ら 分
離 す る の を 可 能 に す る 。 こ の 分 離 を 行 い な が ら 、 気 泡 は 、 収 集 カ ッ プ が 位 置 す る 外 側 の 円
筒 の も っ と 高 い 箇 所 に 達 す る ま で 、 外 側 の 円 筒 内 を 上 向 き に 移 動 し 続 け る 。 こ の 収 集 カ ッ
プ は 、 気 泡 が タ ン パ ク 質 ス キ マ ー か ら 流 れ 出 し 、 外 部 の 収 集 容 器 に 集 め ら れ る の を 可 能 に
す る 。 気 泡 の 少 な く な っ た 残 り の 水 溶 液 は 、 外 側 の 円 筒 と 内 側 の 円 筒 の 間 に で き た 空 間 を
下 向 き に 移 動 す る 。 水 溶 液 が 外 側 の 円 筒 の 底 部 に 達 す る と 、 こ の 水 は 、 外 側 の 円 筒 の 側 面
か ら 出 て 上 向 き に 向 き を 変 え る 排 出 管 に 入 る 。 こ の 管 は 、 外 側 の 円 筒 の 壁 と 平 行 に 内 側 の
円 筒 の 一 番 高 い レ ベ ル よ り 上 の 箇 所 ま で 上 向 き に 進 ん で い く 。 こ の 箇 所 で 、 管 は ９ ０ 度 向
き を 変 え て か ら 円 筒 に 対 し 垂 直 に な っ て 、 ５ ガ ロ ン の 貯 蔵 コ ン テ ナ へ 移
動 し て い く 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 験 で は 、 豚 肉 加 工 工 場 か ら の 原 廃 水 を 凝 集 剤 を 使 っ て 処 理 し て 、 ５ ガ ロ ン

の 水 溶 液 が 集 ま る ま で 固 形 分 と 水 性 成 分 と を 互 い に 分 離 す る 。 こ れ は ２ つ の ５
ガ ロ ン コ ン テ ナ の う ち の 第 一 の も の に 入 れ る 。 こ れ ら の コ ン テ ナ は 、 第
一 の コ ン テ ナ か ら モ ー タ ー ／ ポ ン プ の 集 成 装 置 へ 排 出 す る 一 方 で 第 二 の コ ン テ ナ を 閉 じ た
ま ま に し て お く の を 弁 の 操 作 に よ り 可 能 に す る 管 と ホ ー ス に よ っ て 接 続 さ れ る 。 水 溶 液 は
第 一 の 貯 蔵 コ ン テ ナ か ら 、 加 圧 し た 溶 液 を ベ ン チ ュ リ 管 を 通 し て 押 し 進 め る モ ー タ ー ／ ポ
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ン プ 集 成 装 置 へ 進 む 。 溶 液 が ベ ン チ ュ リ 管 を 通 過 す る 際 、 水 の 流 れ に 空 気 が 投 入 さ れ る 。
こ れ は 、 水 溶 液 中 に 含 有 さ れ る 有 機 物 質 を 引 き つ け 始 め る 大 量 の 小 さ な 泡 を 生 じ さ せ る 。
こ の 水 ／ 気 泡 流 は 、 ホ ー ス に よ り タ ン パ ク 質 ス キ マ ー へ 移 動 し て 、 発 生 し た 気 泡 は そ こ で
除 去 さ れ 、 水 溶 液 は 引 き 続 き 貯 蔵 コ ン テ ナ へ 戻 る 。 貯 蔵 コ ン テ ナ へ 入 る と こ ろ で は 、 管 と
弁 が 、 戻 り の 溶 液 を 管 理 し て 第 二 の 空 の コ ン テ ナ へ 導 く の を 可 能 に す る 。 第 一 の コ ン テ ナ
が 空 に な っ た な ら ば 、 弁 を 操 作 し て 、 第 一 の コ ン テ ナ か ら の 排 出 を 打 ち 切 り 、 第 二 の コ ン
テ ナ か ら の 溶 液 の 抜 き 出 し を 開 始 し 、 そ し て タ ン パ ク 質 ス キ マ ー か ら の 戻 り の 溶 液 を こ の
時 点 で 空 の 第 一 の コ ン テ ナ へ 導 く 。 こ の 時 点 で 、 一 つ の サ イ ク ル が サ イ ク ル 当 た り お よ そ
４ 分 を 要 し て 完 了 す る 。
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